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海
上

保安官だよ

　　　問能登海上保安署☎ 74-8118

41_NOTO＋2018.4

有料広告

石川県警就職説明会　　　　　  

日時　4 月 22 日㊐ 13:00 ～ 16:00
場所　石川県警察本部
参加対象者

・警察官を志望する高校生、大学生
・警察官志望者の家族
・各種学校の就職担当職員　など
実施内容
　警察業務説明、採用試験案内、施
設・車両見学、各部門ブース見学、
若手警察官との懇談・質疑応答
申し込み方法

・県警ウェブサイトからメール
・採用ホットラインに電話
　☎ 0120-369-498
※当日参加も可能です。
問県警本部警務課人事係
☎ 0120-369-498

平成 30 年度石川県警察官募集

区分　警察官 A、女性警察官 A
受験資格　

・昭和 62 年 4 月 2 日から平成 10 年
4 月 1 日までに生まれた者

・大学卒および平成 31 年 3 月末ま
でに卒業見込みの者（石川県人事委
員会が同等の資格があると認める者
を含む）に限る。
試験公告日　5 月 16 日㊌
受付期間　5月23日㊌～6月15日㊌
試験日程　　第一次試験
　　（筆記試験）7 月 8 日㊐
　　（体力試験）7 月 14 日㊏
　第二次試験　8 月下旬

・試験区分、採用予定人員、実施方
法等は試験公告日に発表されます。
願書の交付も試験公告日より前には

できません。
・願書の交付は珠洲署のほか、能登
庁舎や各駐在所でも行います。
問珠洲警察署警務課☎ 82-0110

油絵に挑戦しませんか　　　　

　能登広域勤労青少年ホームでは、
油絵講座を開講します。
実施日
全 10 回（すべて㊎）

・題材：静物・風景
平 成 30 年 …5 月 11 日、6 月 8 日、
7 月 13 日、7 月 27 日、8 月 10 日、
8 月 24 日、9 月 7 日、10 月 5 日、
11 月 2 日

・まとめ、合評　12 月 14 日
申込　4 月 30 日㊊までに
　　　能登広域勤労青少年ホームへ
問能登広域勤労青少年ホーム

（遠島山公園内）☎ 62-3755

電柱にカラスの巣を見つけたら

これからの季節は、カラスが巣作り
を始める時期です。電柱や鉄塔の上
の巣が停電の原因になることがあり
ますので、発見次第巣を撤去し、電
気の安定供給を図っています。電柱
や鉄塔の上にカラスの巣を見つけた
ら、北陸電力までご連絡ください。
問北陸電力ネットワークサービスセ
ンター☎ 0120-837-119

お
ま

わ
りさんだよ

　　　問珠洲警察署☎ 82-0110
　　　能登庁舎☎ 62-1334

ほ～す君日記

行政相談　問総務課☎ 62-8510
日 時間 場所 行政相談委員

10 日㊋ 13:30 ～ 15:30 内浦福祉センター 宮谷内相談委員

17 日㊋ 10:00 ～ 12:00 笹ゆり荘 廣橋相談委員

相談内容　行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する問い
合わせなどに応じます。

心配ごと相談　問町社会福祉協議会☎ 72-2322
日 時間 場所

10 日㊋ 13:30 ～ 15:30 内浦福祉センター

10 日㊋・24 日㊋ 10:00 ～ 12:00 笹ゆり荘

11 日㊌ 10:00 ～ 12:00 能都社会福祉会館

25 日㊌ 10:00 ～ 12:00 鵜川公民館

20 日㊎ 13:30 ～ 15:30 小木活性化センター

相談内容　日常生活の困りごとや悩みなどにお応えします。

こころの健康相談（要予約）　問能登北部保健福祉センター☎0768-22-2011

相談名・内容 日時 場所・問い合わせ先

家庭や職場、学校におけるここ
ろ（精神）の不安や悩みに専門
医が応じます。

※保健師や相談員による相談
平日 8:30 ～ 17:45

（珠洲地域センターは 17:15 まで）

13 日㊎
20 日㊎

14:00 ～ 16:00

能登北部保健福祉センター 
輪島市鳳至町畠田 102-4
☎ 0768-22-2011

法律相談　問金沢弁護士会☎ 076-221-0242 相談前日午後 5 時までに要予約
日 時間 場所 予約・相談料

06日㊎
 13:30
～ 16:00

珠洲市産業セ
ンター 予約制、無料（30 分以内）。

先着 5 名まで予約順に時間が決まります。
27日㊎ 役場能都庁舎

なんでも相談「カナリア」（電話相談）　
日 時間 相談電話番号

毎週㊋・㊍ 10:00 ～ 14:00 ☎ 76-2874 ※㊗は休み

相談内容　親子・夫婦・家族問題や日常生活の悩み、ＤＶなどに電話で相談に応じます。

　冬季の間保管していた漁船、プレ
ジャーボートを久しぶりに運航する方
は、念入りに点検をお願いします！

有料広告

シルバー人材センターの

野菜作り講習会開催案内
シルバー人材センターでの就業を希望する就
業意欲のある高齢者の方が、希望分野で働く
ことができるよう、必要な基礎知識を付与す
るとともに、会員の新たな就業分野へのチャ
レンジを支援することを目的に実施します。

受講日　4 月中旬

申込締切日　4月13日（金）まで

受講資格
　60歳以上の方で全日程受講でき
る方。かつ、受講後はシルバー人材セ
ンター会員となり就業を希望される
方。

日時・講習内容等について
は事務局までお問い合わ
せください。

能登町字宇出津ハ字128番地
（旧能登消防署宇出津分署に事務所移転。

4月2日から）
（公社）能登町シルバー人材センター

☎62-4688　FAX 62-4689

後悔

航海する前に
  「発航前点検」実施を !!

 燃料は十分にありますか。
オイルは規定量ありますか。

「まだ足りるだろう」が燃料欠
乏に陥る危険の第一歩！

電圧は十分にありますか。
端子に緩みはないですか。
バッテリー液は
　十分にありますか。

「あやしい」は１１８番

　あやしい船、人、不審な事象、物
を見かけたら海上保安庁へ通報しま
しょう。
　また、不審物を発見したら、触れ
ない！動かさない！状態を変えな
い！をお願いします。　

こんな所にいつもは
船はいないのに・・・

あの船、夜なのに
電気がついていない・・・

いか
の
お
す
し

ない

らない

おごえをだす

ぐにげる

らせる

知らない人についていかない

知らない人の車に乗らない

おおきな声でさけぶ

大人のいる方向にすぐに逃げる

大人の人に知らせる

覚えよう
「いかのおすし」

「子ども 110 番の家」
　子ども達が声かけ・つ
きまとい・連れ去りなど
の被害に遭ったり、遇い
そうになった時の保護。
またケガ・急病・トイレ・
電話などの借用などの応
急場所としてご協力いた
だいています。
　ご家庭で通学路にある
110 番の家の場所の確認
をしておきましょう。

とっさのときには
なかなか大声を出すことは
出来ません。もしものために
防犯ブザーやホイッスルを
ランドセルの前の方につけてあげてく
ださい。



里
海
で
ま
な
ぼ
う

　

バ
ヌ
ア
ツ
の
島
の
子
ど
も
た
ち
は
身
近
な

浜
を
遊
び
場
に
し
て
お
り
、
お
や
つ
は
も
っ

ぱ
ら
自
分
で
獲
り
ま
す
。
浜
辺
で
遊
ぶ
、
海

の
浅
い
と
こ
ろ
で
遊
ぶ
、
釣
り
を
す
る
、
カ

ヌ
ー
を
漕
ぐ
、
素
潜
り
を
す
る
と
い
っ
た
具

合
に
、
年
齢
や
成
長
に
合
わ
せ
て
、
自
分
よ

り
年
長
の
子
ど
も
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
は
遊
び
の
幅
を
少
し
ず
つ
広
げ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
海
で
の
遊
び
を
通
じ
て
、

自
然
を
読
む
観
察
の
力
、
身
体
の
使
い
方
、

仲
間
と
協
力
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

宮
古
島
の
人
か
ら
も
、能
登
の
人
か
ら
も
、

「
昔
、
自
分
た
ち
が
子
ど
も
だ
っ
た
と
き
に

は
、
同
じ
よ
う
に
海
で
遊
ん
で
い
た
よ
」
と

い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は
子

ど
も
の
数
が
減
り
異
年
齢
の
集
団
で
遊
ぶ
こ

と
が
難
し
か
っ
た
り
、
子
ど
も
だ
け
で
海
で

遊
ぶ
に
は
危
険
が
あ
っ
た
り
と
、
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
の
場
が
海
と
い
う
機
会
は
減
っ
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
里
海
科
を
通
じ
て
、
か
つ
て
の
遊
び

の
場
だ
っ
た
海
を
軸
に
、
新
し
い
学
び
方
を

考
え
る
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
能
登
里
海
教
育
研
究
所　

木
下 

靖
子
）

サ
ン
ゴ
礁
の
海
か
ら
能
登
の
海
へ

　

私
、
木
下
靖
子
は
、
昨
年
10
月
よ
り
能
登

里
海
教
育
研
究
所
の
研
究
員
と
な
り
能
登
に

来
ま
し
た
。
以
前
は
沖
縄
県
宮
古
島
に
い
ま

し
た
。こ
の
た
び
宮
古
島
か
ら
能
登
半
島
へ
、

直
線
距
離
で
お
よ
そ
１
８
０
０
㌔
北
に
移
動

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

宮
古
島
で
は
、
池
間
島
と
い
う
人
口

５
０
０
人
程
度
の
小
さ
な
離
島
で
、
里
海
研

と
同
じ
く
地
元
の
小
中
学
校
の
教
育
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
り
、
島
の
文
化
を
調
査
研
究
し
た

海
の
文
化
は
つ
な
が
っ
て
い
る

　

私
の
専
門
は
文
化
人
類
学
で
す
。
沖
縄
の

南
西
諸
島
を
は
じ
め
、
南
太
平
洋
の
バ
ヌ
ア

ツ
共
和
国
と
い
う
と
こ
ろ
で
生
活
や
文
化
に

関
す
る
調
査
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
最
初

は
島
が
持
っ
て
い
る
固
有
の
文
化
に
注
目
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
島
を
め
ぐ
る

う
ち
に
、
数
百
年
、
数
千
年
と
い
う
長
い
間
、

島
の
資
源
を
枯
渇
さ
せ
る
こ
と
な
く
循
環
さ

せ
て
暮
ら
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
自
然
を
ど

の
よ
う
に
利
用
し
て
き
た
か
、
ま
た
人
び

と
の
間
で

ど
の
よ
う

に
分
け
合

っ
て
き
た

か
、
共
通

す
る
部
分

が
あ
る
こ

と
に
興
味

を
持
つ
よ

う
に
な
り

ま
し
た
。

り
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
池
間
島
は

か
つ
て
近
海
、
お
よ
び
南
方
（
南
太
平
洋
）

カ
ツ
オ
漁
で
栄
え
た
漁
業
の
島
で
す
が
、
現

在
は
沿
岸
で
の
釣
り
漁
や
サ
ン
ゴ
礁
域
で
の

潜
り
漁
、
観
光
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
が
島
の
人

の
主
な
生
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
島
は
ぐ
る

り
と
一
周
、自
然
海
岸
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
今
頃
、
春
の
大
潮
に
は
、
日
頃
は

海
に
沈
ん
で
い
る
サ
ン
ゴ
礁
が
姿
を
現
わ
し

ま
す
。
島
の
人
た
ち
は
毎
年
そ
の
と
き
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。サ
ン
ゴ
礁
に
出
か
け
、

サ
ザ
エ
や
シ
ャ
コ
ガ
イ
、
タ
コ
な
ど
を
歩
い

て
探
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
昔
か
ら

海
は
、
暮
ら
し
に
必
要
な
恵
み
を
与
え
て
く

れ
る
場
所
で
し
た
。

Vol.3

能
登
里
海
教
育
研
究
所

能
登
か
ら
世
界
へ

さ
あ
、
は
じ
め
よ
う 「
里
海
研
」
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学生のとき初めてバヌアツに行った筆者

サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た

池
間
島

旧暦 5月 4日におこなわれる池間島の海神祭

宮
古
島
の
春
の
大
潮

銛で魚を突くバヌアツの子
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続☆星のささやき

　星の観察館「満天星」は 4 月 15 日
に開館 25 周年を迎えます。平成 5 年

（1993 年）に、県内では初めての天体
観察施設としてオープンしました。天
文台の 60 センチ反射望遠鏡は現在でも県内最大です。プラネタ
リウムは平成 23 年に機器をリニューアルし、恒星投影数では県
内最大になりました。
　この 25 年間には、小惑星「Noto( 能登 )」の発見、彗星の木星
衝突をはじめ、様々な天体観測に成果を上げました。また有線テ
レビ放送で星の情報を町内に広報したり、町内各所で天体観望会
を開催するなど、天文普及にも力を入れています。
　ところで、こと座のベガ（おりひめ星）までの距離は 25 光年
です。25 年前にベガを出発した光が、今届いているのです。ベ
ガを見上げて当時を思い、今後も輝き続けたいと思います。

満天星開館 25 周年

物語
　北極の氷の上で出会った、シロクマのレ
ナードとペンギンのジェームズ。「どうして北
極や南極は半年もの長い夜が続くの？」二人
は答えを探すため、捨てられていた潜水艦を
宇宙船に改造して地球を飛び立ちます。

☆開館 25 周 年記念天文講話
「満天星のあゆみ」

☆ 4 / 15 ~ 新番組「ポラリス」開始

満天星
4 月の
利用案内

講話　星の観察館「満天星」室石英明
日時　4 月 15 日㊐　10:15 ～ 10:45
入場　無料、予約不要

　4 月 15 日 ㊐ は 11:00 か ら 1 時 間 ご と に
16:00 の回まで投影します
投影内容は満天星の HP をご覧ください。

☆開館 25 周年特別投影会

問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

のと海洋ふれあいセンターのプログラム　

磯 で ヤドカリ をつかまえよう！

　ヤドカリの仲間を採集し、殻の交換をす
る様子なども観察します。 対　象　どなたでも可。小学校低学年以下の方は　

　　　　保護者同伴でお願いします。
定　員　20 人（事前にお申込みください）
持ち物　動きやすい服装、着替え、長靴など
参加費　無料
　　　　※高校生以上は入館料 200 円が必要です。

開催日　4 月 21 日㊏
時　間　13:30 ～ 15:30
場　所　のと海洋ふれあいセンター

海の自然体験館、磯の観察路

申込先・詳しくは　のと海洋ふれあいセンター☎ 74-1919、FAX74-1920　E-mail:nmci@notomarine.jp


